
 

 

 

 

 

 

 

梅雨の合間の天気をみて、子どもたちが「環境学習デー」に取り組んでいます。学校の草と

りをすることで、身近にある環境について考える機会にしています。 

●水泳指導について 
 本日、四日市市教育委員会から出された「学校の水泳授業等における感染症対策につい

て」の文書を配付しました。『やさとっこ 第１１号』にてお知らせしましたが、市から「水泳授業

実施」の方針が出されましたので、本校も、市の「水泳指導 安全の手引」をもとに対策をとっ

たうえで水泳指導を行います。子どもたちの体験を大切にすることに加え、水難事故等も増加

していることもあり、「水慣れ」についてもしっかりと指導していきます。なお、この水泳指導に

ついては、市内各学校の規模、施設などの面から、学校により対応等は異なりますが、本校と

しての対策をお伝えします。ご理解・ご協力ください。 

 

着替え時・準備運動時・水泳時は児童の距離が２m以上確保できるようにする。確保の

ために、時間差で着替えるなどの対策を行う。(「水泳指導 安全の手引」より抜粋) 

 

 

① 着替えについては、プール更衣室を利用しません。校舎内の少人数教室等、換気できる

広い場所を利用して更衣します。男女別に用意しますが、その他、更衣に不安がある場合

は担任までお知らせください。なお、更衣中はマスクを着用します。更衣室使用の前後に

は手洗いを徹底します。 

② 準備体操は、マスクをつけたまま、運動場で間隔をとって行います。 

③ プールサイドに 2mの距離をとろうとすると、１学級が入るのがやっとです。そのため、１学

級ずつの活動とします。プールサイドにはソーシャルディスタンスのための印をつけます。 

④ １学級ごとに入水しますが、指導については複数の教職員等で行います。 

⑤ ４５分間の授業では、きちんとした対策をとることが困難と考えました。そのため、着替え

から片付けまでの時間を考慮し、「１学級２コマ(2時間続き)授業」とします。その点から、

例年のプール実施回数より減り、「１週間に１度程度」となります。 

⑥ プールサイドへの移動の際、マスクをはずします。シャワーや入水は、順に少ない人数で

行います。泳ぐ際も、隣のコースと重ならないように対応します。さらに、子どもたち同士

が対面しないように、身体接触がないように、一方方向での活動を行います。 

⑦ シャワー時、入水時など、マスクをはずしたときには、子どもたちには不必要な発声を行わ

ないように指導します。 

⑧ はずしたマスクは、間違えが起こらないように、バスタオルとともに、ビニル袋等のマスク

袋に入れ、個々のプールバックの中で保管します。 
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⑨ ビート板など水泳用教具は、子ども同士の共有はしません。 

⑩ 水に入る場合は、マスクをはずします。感染に不安が残る場合は、プールに入らずに見学

等をしていただく選択も可能です。見学等のときは、プールサイドではなく、教室での自習

という形をとらせていただきます。担任は水泳指導にあたるため、他の教員が対応にあた

ります。 

⑪ 水泳指導の途中に寒さを訴えたり、体調不良を申し出たりした子どもは、速やかにプール

からあがり、着替えをします。養護教諭に診てもらったあと、見学の子どもと同じように自

習とします。プールサイドで回復を待つことはしません。 

⑫ 水泳後のシャワーを浴び、水分補給のあと、バスタオルにて水気をとり、すぐにマスクをつ

けます。マスクをつけたあとに、更衣室へと移動します。 

⑬ 教員等の指導者も飛沫防止の観点から児童との距離を２m以上確保します。できる限り

ホイッスルを使用せず、電子ホイッスル等で対応します。教員等の指導者は、子どもに指

示を出したり、指導したりすることもありますので、マスクを着用します。 

⑭ 天候等により、プール指導の時間が減ることも予想されます。その点も含め、今年の水泳

指導での評価は行いませんので、ご了承ください。 

⑮ 学校より、「水泳授業についてのお知らせ」を配付しました。ご覧ください。 

 水着については、例年「スクール水着または準ずるもの」としていましたが、「泳ぎやす

いもの・華美でないもの」と変更しました。家庭で使っていただいているものや保育

所・幼稚園等で使用していたものでも結構です。脱いだり着たりがスムーズに行える

ものであれば大丈夫です。「学校の授業に適さないかなあ」などと迷われる場合は、

担任を通じて連絡ください。 

 着替えの際、自分で水着の着脱がスムーズにできるように、家庭で準備ください。 

 ラッシュガードを使用される際は、安全面から必ずフードのついていないものを着用

ください。 

 ゴーグルの使用は構いませんが、ゴムが外れたなどの際、指導者が対応できません

ので、家庭で練習してください。 

 プールの際に、マスク袋を利用します。ビニル袋で構いません。名前を書いたマスク

袋をプールバッグにご用意ください。 

⑯ プールの残留塩素濃度などの測定は、基準に基づき安全な管理に努めます。 

 

今後、６年生がプール掃除を行います。その後、プールろ過機等の検査を行い、本校では、

６月１４日(月)から水泳指導を行います。時間割については、決まり次第お伝えします。水着

等の準備、お世話になります。よろしくお願いします。 

 そして、なによりも大切なことは、毎日の健康状態の確認です。保護者のみなさまには、大変

お世話になります。お子さまの体調をしっかりと見ていただき、体調がすぐれないときや心配な

ときには無理をせず、プールの入水を控えてください。 

 

以前もお知らせしましたが、発熱等の風邪症状がある場合は、以前の

通知どおり、学校へ連絡をいただき、自宅にて休養してください。 

 

 


